清瀬市議会　
議長　渋谷けいし殿

　　ごみ指定袋の2倍の値上げ中止とごみ減量化についての陳情

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「みんなが主役」市民の会　－夢をカタチに－　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2019年3月末に清瀬市は「清瀬市家庭ごみ収集体系及び処理手数料の見直し実施計画(案)」を出しました。これについて、市が募集したパブリックコメントには「10月からの消費税増税にも不安があるなかで、これ以上の家計への負担は耐えられない」という多くの声がよせられています。　年金生活者や子育て家庭などへの生活を更に圧迫するごみ袋の値上げは中止してください。
　清瀬市民は18年間有料ごみ袋の導入も含めごみ分別・減量に取り組んできました。今後も私たちは行政と共に積極的にごみの減量を進めていきたいと思っています。
市はこの間のごみ減量および市民への啓発について検証し、今後の方針を具体的に示してください。

　　　陳情項目

１．ごみ指定袋の2倍の値上げは中止してください。

２．市は市民と共にごみ減量化を進めていく方針を明確に示してください。
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〒204-0022　
清瀬市松山2-6-5平和労働会館
「みんなが主役」市民の会　―夢をカタチにー
『ごみ問題プロジェクト』
まで郵送お願いし
ます。
) (
　ごみ問題プロジェクト・ 木幡文子(080-5514-4112)
)
 (
*この陳情は2019年12月議会に提出します。
*個人情報については厳守します。
)
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